




Aspirations to becoming Samurai: Keizu (family trees) and Kadenki (records of hereditary matters)























































































































































































































一男子 私手前ニ罷有候      革嶋源蔵　　七歳
一男子 右同断       革嶋孫三郎　三歳
一女子 右同断       やす　　　　十歳
一弟 松平久米助殿ニ而知行百五拾石取罷有候   竝河新左衛門尉
一妹 武兵衛儀西岡之内岡村地侍ニ而致住居罷有候  中村武兵衛妻
一妹 市左衛門儀庄田小左衛門殿ニ而知行百五拾石取罷有候 嶋市左衛門尉妻
一従弟 松平越前守殿ニ而知行六百石取、与力三人、  母方
  足軽三十人預り罷有候     　竝河平右衛門尉
一従弟 酒井靭負殿ニ而知行弐百石取罷有候   母方
         　竝河治左衛門尉
一従弟 松平安芸守殿ニ而知行百五拾石取罷有候   父方
         　築山十太夫











        革嶋瀬左衛門尉
























革嶋家屋敷絵図（『革嶋家文書展』京都府立総合資料館、2003 年、42 号より転載）元禄 15（1702）年頃
と推定される。
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あった南出丸が「兵込」あるいは「奥垣外」と名づけられた。これらの地は、まとめて年貢とし
て上竹七束が賦課されるに止まったという。この他、字藪下と名づけられた従臣渡部与市太夫の
屋敷地は、東西29間四方の土地で、実際には内に田畑があったにも関わらず、高5斗とわずか
な石高を算定されたにすぎないのは、「先給人タル故」、すなわち革嶋家から知行地を宛行われた
給人であったからであるという。
　その後、慶長10（1605）年に京都所司代板倉勝重から、「冷泉院分」として上竹5束の赦免状
を受けた。しかし、延宝6年に実施された検地では、幸忠が当時山城国中にあった除地や上竹の
減免を求める動きを嫌い、「有躰ニ検地ヲ受タルハ末代ノ為ナルベシ」
23
と考え、あえて慶長の赦
免状を止めて検地を受けた。しかし、実際には幸忠の居屋敷は除地となり、春日・奥垣外・戸内
を字「二奥戸」とまとめて、わずか3反9畝18歩、年貢は上竹7束5分と帳付けされたのである。
この結果について、幸忠は「先祖当村ノ給人タル故、秀吉御検地ニモ御宥免アリシ事ヲ、奉行山
崎・浅井ヘカタル、此故ニカ宥免アリシ」
24
と、「先祖当村ノ給人タル」という理由であろうと述
べている。
　このように、「家伝記」には革嶋家の由緒と、それが幕府にも承認されてきた事実を書き記し
ているのである。すなわち、徳川幕府に領地と由緒のある「浪人」身分であることを届けるため
に、先祖の系譜と事績を記した「系図」と「家伝記」、そしてこの記述を裏付けるような織田信
長が発給した領地の安堵状など、家に伝わる古文書が幕府に提出されたものとみられるのである。
　この後、革嶋家は代々「浪人」身分であることを幕府から承認された。しかし、18世紀後期
には家の財政逼迫が著しくなり、家格と由緒だけでは生活が困難な事態を招くことになる。そこ
で、24代当主幸渡の娘婿であった中井竹山が知恵を貸し、肥後熊本藩細川家に嘆願して、合力
米の支給を明治6（1873）年まで受けることに成功するのである。中井竹山は、大坂で懐徳堂とい
う私塾を開く学者で、懐徳堂も幕府の公認を受けた大坂町人向け教育機関として歴史上著名な学
校である。中井竹山は、自ら認めた嘆願書と、革嶋家の「系図」と「家伝記」を義弟である第
25代当主文蔚に持たせ、安永4（1775）年に京都の細川藩邸に出向かせた。中井竹山が注目した
のは、第19代当主革嶋秀存が天正10（1582）年に青龍寺にあった大津城主長岡兵部太輔藤孝の急
難を聞き、他の同郷の「西岡士」（西岡三十六人衆）が離反する中、青龍寺に駆けつけ藤孝の難を救
い盟書を授かったという延宝6年に細川行孝に提出した由緒であった
25
。藤孝は、細川忠興の実
父であったことから、肥後熊本藩にとっては秀存の武功を讃え、その子孫である革嶋文蔚の嘆願
を聞き届けるように、細川家の家人を通して働きかけたのである。
4.「系図」と「家伝記」の普及
　以上のようにして編纂された「系図」と「家伝記」は、家の社会的地位を示す証として、大切
に子々孫々に相伝されていく。同時に、これらの写本を許す行為により、革嶋一族（「家」）の社
会的地位の序列が形成されることになる。
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　次に掲げる起請文は、川島村に居住する革嶋家庶流の革嶋甚右衛門が、天和2（1682）年に、革
嶋惣領家の系図の写本を許可された際に、革嶋幸忠に宛て出したものである
26
。
　　　　　起請文前書之事
一貴様御家革嶋惣領家ニ而御座候ニ付、先祖義季より代々家之証文并系図御持伝被成候を、
先代 系図写之義度々所望仕候得共、終御免無之處ニ、家之繁栄のためと被思召、此度
写を被掛御意候而忝奉存候、然上者弥至子孫ニ惣領家之礼義不可忌
（忘）
之事
一右之系図我々子孫惣領へ相渡し、庶子へハ遣申間敷候、庶子へ又遣し申度候者、貴様御
家へ御理申入、其方 被遣可被下候、勿論余人へ写させ申間敷候、余人へ借渡し不知ら
ニ而写させ申間敷候、又他人ハ不及申、庶流之子、一門之内ノ者ニ、盗写ニあひ申間敷
候事
一右之段子々孫々申伝、末代迄も一家慈切常々申合、若自然之義有之時ハ、革嶋家興隆致
候様ニ心かけ、惣領家へ無別心申談、一度ハ先祖之名をも世にあらハし申様ニとはけみ
可申事
  右之趣相背申候者
　日本国中大小神祇、殊ニ氏神又ハ八幡大菩薩愛岩
（宕）
山地蔵権現蒙御罰、永ク子孫断絶可申
　者也、仍誓書如件
　　　天和弐壬戌年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　革嶋甚右衛門
　　　　　　　六月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□□（花押）
　　　　　　　革嶋瀬左衛門殿
　すなわち、甚右衛門の先代までは系図の筆写が許されていなかったものの、「家之繁栄のため」
という理由で、革嶋幸忠が許したという経緯が述べられている。そして、写した系図も革嶋甚
右衛門惣領家にだけ伝え、無断で庶子に「又遣し」してはならず、革嶋惣領家から直接遣すこと、
「盗写」を防止することが誓約されているのである。このように、革嶋家庶流は、「家」の格付け
を行うために、惣領家の系図を写し、自己を位置づけようとした。また、革嶋惣領家では「家之
繁栄のため」「先祖之名をも世にあらハし申様ニ」との思いで、革嶋家の系図の庶流への流布を
許したのである。すなわち、社会的地位を高めるために、双方の「家」の利害が一致した結果と
いえよう。なお革嶋家では、享保15（1730）年にも幕府茶道役を勤める革嶋古斎・善久に写本を
許している
27
。
　さらに、前述した幸忠の「革嶋家伝覚書」
28
に次のような記述がある。幸忠の父方従弟で広島
藩浅野安芸守に仕える築山十太夫が、革嶋家に伝わる織田信長の感状を写し、広島藩に提出した
とある。これは、第18代一宣と第19代秀存父子が、元亀元年に信長に敵対する朝倉義景の動き
を封ずるために、越前（現在福井県）の諸浦を焼き払った時に信長から与えられたものである。こ
の事績は武功として徳川時代の武士にとっては称賛されるべき事柄であるため、こうした武功を
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あげた先祖を持つ家と親族関係にあることを、築山十太夫は主人浅野氏に報告したのである。お
そらくこの結果、築山十太夫は何らかの恩賞に預かったか、少なくとも武功のある家柄として重
きを置かれることになったと推測されるのである
29
。
　また、この築山十太夫が写した古文書を見て、瀧川草庵という長門国（現在山口県）の浪人が、
革嶋家の家伝を伝え聞き、瀧川家の記録に写し取ったと記されている。この瀧川草庵は、革嶋家
第19代秀存の妻の叔父（伯父）にあたる瀧川一益の子孫とみられ、先祖の縁者に武功をあげた者
がいたことを名誉として書き留めたと考えられるのである。瀧川草庵は、後に「後太平記」とい
う本を著し大坂で刊行したというが、その中に一宣・秀存の越前浦の武功の下りが記されている
という。
おわりに―武士から「士族」へ
　以上、革嶋家を事例として、徳川時代において「士」（武士身分）と「農」（百姓身分）の間に存在す
る「浪人」の家にとっての「系図」と「家伝記」の意味を考察してきた。その結果、革嶋家の
「系図」と「家伝記」を集大成した第22代当主幸忠に、かつての「士」を生みだした母体である
「農」が、徳川時代に置かれた社会的位置に対して抱いた複雑な意識が最も現れているとみられ
る。
　すなわち、革嶋氏は戦国時代には庶子はもとより当主までも戦闘に参加し、室町幕府の御家人
として足利氏に臣従し、その後も織田信長に武功を認められ、本領を安堵された武士であった。
ところが、豊臣秀吉、徳川家康と仕官の機会を失ったことから、本領である川島村で他の百姓と
同じように検地を受けることになったのである。しかし、その後も第20代忠宣の長男が竝河家
を継いで「士分」を獲得し、幸忠の弟宣秀がその名跡を継ぎ、またほとんどの女子が武士の家に
嫁いでいったように、深く武士身分と結びついていた。
　第22代幸忠自身も、後年再度整備した「家伝記」に延宝6年細川行孝への古書等の提出につ
いて、「年来越中守殿へ奉仕之有望之砌、幸ニマカセテ委細書記シテ遣之」と注記しているように、
細川本藩への仕官を望み続けていたことが明らかである
30
。しかし、その望みも「重而無品本文
ノコトシ」
31
と単帷子の下賜を受けただけで絶たれた。そして、「家伝記」の延宝6年検地におい
て、敢えて除地や年貢免除を望まずにありのままに検地を受けたことについて、「於百姓分際者、
不過之仕合奉歓喜也」
32
と、いわば自虐的な表現をしているところに、長年の望みである武士化
を果たせないまま村に居住し続けることを強いられた幸忠の苦渋が示されているといえよう。
　このように、革嶋家の男子はそれぞれに武士となる望みを持っていた。しかし、時代が進むに
連れて武士の財政難など武士側の事情で仕官の機会は閉ざされていき、実際には仕官を果たすこ
とは難しくなっていく。また、革嶋家自身も、「家」の存続のためには、川島村の田畑屋敷を打
ち捨てて、城下町に移住することはできない。寛文7年に水野家に仕えた時も、在村のまま与力
と足軽を預かるという在郷の武士としてであった。また、安永4年に細川家との由緒を掲げて願
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い出た時も、武士としての仕官ではなく、経済的な助力を求めたにすぎなかった。こうして革嶋
家は、士分を獲得することの困難さを認識しながらも、「系図」と「家伝記」を整え、また在村
しながら武士に連なる「浪人」身分と幕府から認められることにより、村の百姓との差異を自認
していったものと考えられるのである。
　革嶋家が、社会変動の中で再び「系図」と「家伝記」をもって奔走することになったのは、明
治維新期に「士農工商」の身分制が廃止され、あらたに「士族」身分を獲得する必要が生じた時
であった。
［注］
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質疑応答　司会：大友一雄（人間文化研究機構国文学研究資料館）
報告後、補足史料として幸忠が家督を分割するために記した元禄15年「嫡男新五郎方江譲渡田畑之帳」（革嶋家文
書312号）を紹介した。
Q：王振忠
　 中国においては、先祖から継承した財産は男系子孫で分けるが、父が買い取った財産が娘に分
与されることもある。日本の場合はどうか？
A：吉田ゆり子
　 日本においても、財産が娘に分与されることがあるが、江戸時代には生活扶助という意味で与
えられ、嫁ぐ際の持参金としても渡される。但し、中世段階には、武士も男女すべてに分割相
続をしていたが、その場合も必ずしも均分とはいえなかった。
Q：阿風
　日本映画『七人の侍』のように、家系図を偽造することはあるのか？
A：吉田ゆり子
　徳川氏すら偽造している。
Comment：臼井佐知子
　 中国においても、特に戦乱の後は、全てではないもののあちこちの系図と繋げて偽造するよう
なことがあった。
Comment：王振忠
　徽州の程氏にも、明らかな改造が見られる。
Q：佐藤仁史
　①傍系が家系図を書き写すことが難しいのは何故か？
　② このような系図戦略は、士農工商の廃止後も残ったのか？　消滅して別の戦略で生存を図っ
たのか？
A：吉田ゆり子
　② 明治維新後も、同様に家伝書や系図を利用した者もいた。また、新たに士族や天皇家との繋
がりを持ち出し、それを由緒として申請した者もいた。
Q：蔵持重裕
　家伝書を作成した目的は、免税措置にあるのか？
A：吉田ゆり子
　 否。何らの経済的利益は無いが、農村における社会的な格をつけることが目的であった。革嶋
家のような家は、百姓身分とは異なる存在であるという意識を持っていた。
Q：蔵持重裕
　 地域社会におけるインフラ要求との関係は無いのか？　地域社会における経済的繋がりによっ
て、農村に残らざるを得なくなったのではないか。
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A：吉田ゆり子
　 共同体的繋がりよりも、百姓身分にはなりたくないという意識があった。経済的理由がもとで
はない。革嶋家も、経済的には困窮して、屋敷地に借家を建てて、賃貸しで収入を得ようとも
していた。
Comment：林佳世子
　 オスマントルコの場合、特に18世紀以降の軍人は、自らの身分を明らかにしようとする場合、
政府からの証明書が有効であった。しかし、地方で豪族が台頭してくると、家系を繋げるとい
うこともあったようである。
　 その他の系図は、宗教との関連で作成されており、国家との関わりという点で大きく異なって
いる。
Comment：岡崎敦
　①編纂物と国家との関わりについて。
　② 何故、人が人の系図を書き写して結び付けようとしているのか？　系図の信憑性よりも、系
図を作成する際の作法が重視されたということなのか？　惣領家と庶流の家との間に「系図
の重層性」とも呼べる序列があることが興味深い。
